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論文内容要旨 

 

歯周炎は、歯肉の萎縮を引き起こし、歯槽骨の吸収を介して歯を失う可能性がある慢性感染症であ

る。Fusobacterium periodonticum (F. periodonticum)は慢性歯周炎に関与する重要な細菌種である

ことが報告されている。 したがって、歯周病の予防と治療には、F. periodonticum の存在量を制御す

ることが不可欠である。5-アミノレブリン酸(5-ALA)と組み合わせた光線力学療法 (PDT) は、緑膿菌

および黄色ブドウ球菌に対して殺菌効果を発揮する。今回、5-ALA を使用した PDT(ALA-PDT)の F. 

periodonticum に対する殺菌能力を調べた。 

 この研究では、F. periodonticum JCM12991 と 410 nm の発光ダイオードを使用した。まず、

ALA-PDT の F. periodonticum に対する殺菌効果を評価した。次に、F. periodonticum の蛍光、酵

素活性、膜の完全性を分析することで、その根底にあるメカニズムを調べた。 

 0.5% 5-ALA を含む 20 時間の培養により、F. periodonticum に対する ALA-PDTの顕著な殺菌効

果が確認された。蛍光分析により、F. periodonticum が 5-ALA の添加後に光感受性物質を生成する

ことが明らかになった。さらに、ALA-PDT 後、F. periodonticum において細菌細胞膜の破壊が観察

された。 

 以上より、この研究では、ALA-PDT は F. periodonticum に対して抗菌活性を発揮することがわか

った。今後、さらなる研究でこれらの結果が確認されれば、ALA-PDTは歯周炎の有病率を減らすため

の効果的な戦略となる可能性がある。 

 

 



論文審査結果要旨 

 

歯周炎は、歯肉の萎縮を引き起こし、歯槽骨の吸収を介して歯を失う可能性がある慢性感染症であ

る。Fusobacterium periodonticum (F. periodonticum)は慢性歯周炎に関与する重要な細菌種である

ことが報告されている。 したがって、歯周病の予防と治療には、F. periodonticum の存在量を制御す

ることが不可欠である。5-アミノレブリン酸(5-ALA)と組み合わせた光線力学療法 (PDT) は、緑膿菌

および黄色ブドウ球菌に対して殺菌効果を発揮する。本論文は、5-ALA を使用した PDT(ALA-PDT)

の F. periodonticum に対する殺菌能力を明らかにした。 

 F. periodonticum JCM12991 と 410 nm の発光ダイオードを使用し、 ALA-PDT の  F. 

periodonticum に対する殺菌効果を評価した。次に、F. periodonticum の蛍光、酵素活性、膜の完全

性を分析することで、その根底にあるメカニズムを明らかにした。 

 0.5% 5-ALA を含む 20 時間の培養により、F. periodonticum に対する ALA-PDTの顕著な殺菌効

果が確認された。蛍光分析により、F. periodonticum が 5-ALA の添加後に光感受性物質を生成する

ことが明らかになった。さらに、ALA-PDT 後、F. periodonticum において細菌細胞膜の破壊が観察

された。 

 以上、ALA-PDT は F. periodonticum に対して抗菌活性を発揮することを初めて証明した点におい

て、本論文は博士（歯学）の学位を授与するに値すると判定した。今後、さらなる研究でこれらの結

果が確認されれば、ALA-PDTは歯周炎の有病率を減らすための効果的な戦略となる可能性がある。 


